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Ⅲ まとめ

新潟県教育委員会は、平成25年度の事務の執行状況を点検・評価するに当たり、６

名の教育委員による教育委員協議会を開催し、議論を重ねてきた。その間には、学識

経験者として、新潟大学教授 松井賢二様、上越教育大学准教授 五百川裕様から示

唆に富む貴重な意見をいただいた。

これらの協議を通じて交換された意見を踏まえ、本報告書のまとめとする。

【総合評価】

○ 小・中学校では、Ｗｅｂ配信集計システム等を活用し、学習内容の定着状況

をきめ細かに把握して授業改善につなげるなどの取組を進めている。その結果、

平成25年度全国学力・学習状況調査では、小学校においては国語、算数ともに

全国の平均正答率を上回るなどの成果が見られた。一方で、中学校においては

数学が全国平均を下回り、依然として低下傾向にあるため、同システムのさら

なる活用等により、一層の授業改善を進めていく必要がある。

高等学校においては、魅力的で特色ある学校づくりを進めた結果、高校生活

に満足している生徒の割合が増加し、中途退学率が低下するなどの成果が見ら

れる。特色ある学校づくりをより一層進めるために、平成27年度から、各学校

の特色を生かした新しい入学者選抜を行うこととしている。

○ 「いじめ防止対策推進法」の施行及び国の「いじめの防止等の対策のための

基本的な方針」を受け、本県では「新潟県いじめ防止基本方針」を策定すると

ともに、いじめの防止等のための組織を設置するなど、体制整備を行った。

今後は、新しく策定した基本方針や設置した組織により、いじめの未然防止

を図るとともに、早期発見と適切な初期対応に努める必要がある。

〇 郷土愛を軸としたキャリア教育を早期から小・中・高一貫して進める取組を

行っている。平成23年から「キャリア教育推進事業」を進め、市町村主体の取

組を促すとともに、普通科高校でのインターンシップを促進するなど、全ての

学校、学科でキャリア教育を推進している。
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今後はさらに郷土への貢献意欲を醸成し、児童生徒が、自分の将来を自ら設

計していく力を育成するために、家庭・地域・産業界と連携しながら、より多

様な取組を進める。

〇 特別支援教育では、平成23年度に知的障害特別支援学校高等部３校へパイロ

ット的に設置した、職場実習や資格取得に必要な学習などを中心とした職業学

級の第１期生が卒業し、卒業生38人中37人が企業就労を果たすことができた。

本県高等部の生徒の約４割が一般企業への就労を希望していることから、職

業学級３年間の取組の成果を踏まえ、その設置拡大を進める必要がある。

○ 本県児童生徒の体力・運動能力は、概ね良好な状況にあり、特に小学５年生

と中学２年生の体力は全国上位を維持している。引き続き、児童生徒の発育段

階に応じた適切な運動・スポーツの体験をとおして、その楽しさや技能の向上

などの喜びを体験できるよう授業の充実を図るなど、教育活動全体を通じた体

力向上の取組の一層の充実を進めていく。

また、ジュニアを中心とした本県選手を選抜し、特別チームによる指導体制

を編成して行う強化活動を支援する「新潟から世界へ夢プロジェクト」により、

ソチオリンピックのメダリストを輩出するなどの成果があった。

今後も有望な人材を発掘し、一貫体制のもとで競技力向上に取り組んでいく。

○ 県民が生涯を通じて主体的に学習を行える環境の整備を推進するため、第２

次新潟県生涯学習推進プランを改定した。今後は、同プランに基づき、多様な

生涯学習情報の提供、生涯学習の相談・支援体制の整備などの取組を進めてい

く必要がある。

○ 県立図書館においては、利用者拡大に向けて、暮らしや家庭などをテーマと

した気軽に立ち寄れるコーナーを充実するとともに、話題性のある特別展示を

実施するなどの取組を行った結果、貸出冊数において過去最高を更新した。

平成27年４月に創立100周年を迎えるため、改めて図書館の取組をアピールす

るとともに、引き続き、利用者サービスの向上に努め、利用者拡大を図ってい

く。

○ 県立近代美術館開館20周年記念として「ルーベンス展」「特撮博物館」、万代

島美術館開館10周年記念として「ミュシャ展」「清水寺展」等の大規模な企画

展を行った結果、年間利用者が大幅に増加し、両館あわせて32万人以上を達成
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した。

今後も入館者数を維持していくため、効果的な情報発信を行うための広報や、

民間と連携した大規模展覧会の企画を進めていく必要がある。

○ 佐渡金銀山遺跡の世界遺産登録の早期実現に向けて、各種団体・企業・自治

体等が共同して平成26年１月に「佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議」を発

足させ、同会議とも連携して、佐渡金銀山遺跡に対する県民の理解促進や、将

来にわたる価値の継承に向けてさらなる取組を進める必要がある。

【県民の皆様へ】

本県では、基礎的知識や能力の習得を基本としながら、児童生徒一人一人を尊

重して、個性や能力を伸ばしていく「個を伸ばす教育」を基本理念に掲げ、様々

な教育施策に取り組んでいます。こうした中、近年、人口減社会への対応やグロ

ーバル化の進展など、明日の新潟の飛躍につながる取組が喫緊の課題となってい

ることから、それらに対応し、今後の教育施策の方向性を示した「新潟県教育振

興基本計画」を平成26年４月に新たに策定したところです。本計画では、「個を

伸ばす教育」という基本理念のもと、「ふるさとへの愛着と誇りを胸に、粘り強

く挑戦し未来を切り拓く、たくましいひとづくり」を今後目指すべき本県教育の

目標として掲げ、その実現に向け、各種施策に取り組んでまいります。

本県の教育施策の実現にあたり、今後とも皆様より、御理解と御協力をいただ

きますよう、よろしくお願いいたします。
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【教育委員からのメッセージ】

新潟県教育委員長 栗田 修行

本県教育行政の点検評価をできるだけわかり易くまとめ、報告させていた

だきました。御覧いただき、御意見御指導をいただければ幸いです。

平成26年度、国は「教育再生」の実行に向けた取組を加速させ、教育委員

会制度改革、いじめ防止対策推進法とそれに基づくいじめ防止基本方針の策

定、並びにいじめ防止等のための組織の設置義務、土曜日の教育活動の推進、

小学校における英語学習の早期化等々の施策を矢継ぎ早に打ち出しました。

学力の更なるレベルアップと、安全安心な教育環境を作ろうとする意図は

理解できますが、現場における実効性のある体制作りが今後の課題です。

現場の先生方からやる気と自信を持って指導に当たっていただくためにも、

今後の国、地方自治体の具体的支援と教育委員会の学校現場へのきめ細か

いフォロー、地域や家庭との連携がますます必要かつ重要になると感じます。

皆様の一層の御理解と御支援、御協力をよろしくお願いいたします。

新潟県教育委員 外山 迪子

この１年間の様々な教育の取組の「点検と評価」を行ってまいりました。

本報告書により年々教育の向上が確認できます。現場の先生方に感謝申し上

げ、深く敬意を表するものであります。

一方で、社会情勢が大きく変化している現在、求められるものは多様化し

ています。そんな中、学校においては基礎基本をしっかり見据え、一人一人

の個性を無限に広げる教育の実現を願っております。本県において「個を伸

ばす教育」に力を入れてまいりましたが、それが大きな実を結び将来の新潟

県を担う多くの人材が育っていくものと期待がふくらみます。そのためには

家庭学習の充実が望まれます。これからは一層、学校・家庭・地域が連携し

あい、地域の教育力を向上させなければと思っております。

この報告書が大いに活用され、今後の教育に生かされ、さらに本県の教育

の向上に役立つことを祈念いたします。

今後とも現場の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。
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新潟県教育委員 吉川 美貴

本年もまた点検評価報告書を出す時期になりました。本年はさらにわかり

やすく見やすい報告書になったと思います。

県教育委員会の仕事は学校教育関連のみならず、図書館・美術館事業、生

涯学習関連、文化財・世界遺産登録事業等、非常に多岐にわたっております

が、まずはそれぞれの分野で今年もなお一層の御努力をいただきました教職

員、そして県職員の皆様に厚く感謝申し上げたいと思います。特に学校現場

におきましては、児童・生徒の知・徳・体の教育の充実はもとより、社会環

境の変化の中で顕在化してきた問題に対処すべく、地域全体で子どもを育て

る取組や、ふるさと教育、いじめ対策、食育、防災教育に至るまで、様々に

御対応いただいており、先生方の御尽力にはひたすら頭が下がるばかりです。

本年度も気持も新たに、教育の成果が、①子どもたちにしあわせで豊かな

人生を築いてもらうこと、②驚く新鮮な心＝「センスオブワンダー」の感性

を忘れないこと、そして、③他者・万物へ思いをいたすことができる奥深い

眼を育てること、になお一層つながるよう、微力ながら努めさせていただき

たいと思います。引き続き関係各位の御指導・御理解・御協力を切にお願い

申し上げます。

新潟県教育委員 山本 和則

平成25年度における新潟県の教育の一年間の活動記録として、この報告書

をまとめることができました。県教育委員会の目指しているところ、重点を

おいて取り組んでいるところがわかりやすく表記されていると思っておりま

す。

この「点検及び評価報告書」の作成にあたり、意欲的、精力的に作業を進

めていただいた事務局の皆様に、心より敬意と感謝の意を表したいと思いま

す。

近年、メディアの多様化とネット化により、それらの健全な使い方をどう

指導していくかも今後の大きな課題であります。郷土愛をもった子どもを育

て、その子どもたちが下校時に「県民歌」を口ずさみながら帰る。そんな姿

を想像して、教育を考えてまいりたいと思っております。様々なお立場の方

々より御意見、御批評を頂戴できれば、幸いに思います。
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新潟県教育委員 阿部 尚義

私には、大学４年生と１年生の子どもがいます。柏崎の小・中学校、高校

を卒業させていただきました。学業はもとより、大人への人間教育をしっか

りしていただいたと感謝しております。親の至らぬしつけや教育を教職員の

皆様から支えていただき、心より感謝しております。子どもたちは、大人に

なるにしたがってその意味を実感していくことと思います。

また、ＰＴＡでは「親育ち」「親業」について勉強をさせていただきました。

現場の先生方は教育への情熱を強くもって、大変よく仕事をされており感謝

している次第です。児童生徒への熱烈な愛情を何度となく感じました。子ど

もの成長を正しく加速させるには、先生方の情熱と「親育ち」による家庭教

育が最も重要なポイントではないかと考えております。教育委員として、先

生方からいただいた御恩を少しでもお返ししたいと考えております。まだま

だ、至らぬことがたくさんありますが、一つでも二つでも先生方へお返しし

ながら、より良い新潟県の教育行政が行えますよう努めてまいりますので、

皆様から今後とも御指導をいただければ幸いです。

新潟県教育長 高井 盛雄

高度情報化やグローバル化の進展など、社会情勢が大きく変化する今日に

おいて、時代の変化に対応できる人材を育んでいくことが、これまでにも増

して重要となっています。また、国の教育再生実行会議の場において、大学

入試の在り方や「６・３・３・４制」の見直しなど、改革に向けて様々な議

論が進められ、特に教育委員会制度については平成27年度から新制度がスタ

ートするなど、教育を取り巻く環境が大きく変化しようとしています。

今後は、本年４月に公表した「新潟県教育振興基本計画」に基づき、「個を

伸ばす教育」を基本理念とし、本県独自のキャリア教育の推進、特色ある学

校づくり、さらにはグローバル化への対応やＩＣＴ教育など、様々な教育施

策に取り組むこととしています。本県には恵まれた自然環境や地域に根ざし

た多様な文化、世界に通用する産業技術や粘り強い県民性など、ひとづくり

を支える多くの誇るべき長所があります。こうした長所を生かしながら、未

来の宝である子どもたちの健やかな成長を願って取組を進めてまいります。

本県教育の向上に向けて引き続き各位の御理解と御協力をお願いします。


